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Ⅰ 一般入学者選抜実施要項 

１ 出願要項 

⑴ 募集定員 

機 械 造 船 科  40名 

      電  気  科  40名 

情 報 技 術 科  40名 

環 境 化 学 科  40名    ※ 募集人員は、募集定員から推薦入学確約 

繊維デザイン科  40名     者数を差し引いた数とする。 

⑵ 出願資格 

  入学を志願できる者は、次のいずれかに該当する者とする。 

ア 令和６年３月末日までに中学校若しくはこれに準ずる学校若しくは義務教育学校（以下「中学校等」という。）を

卒業する見込みの者又は中等教育学校の前期課程を修了する見込みの者 

イ 中学校等を卒業した者又は中等教育学校の前期課程を修了した者 

ウ 中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者 

⑶ 通学区域 

    通学区域は、県下一円とする。 

⑷ 出願書類 

在籍又は出身の中学校等又は中等教育学校の校長（以下「中学校長」という｡)を経て、下記の出願書類を本校校長

に提出すること。 

ア 入学願書 

     入学選考料(2,200円)に相当する愛媛県収入証紙を所定の箇所に貼ること。(消印・割印はしないこと｡) 

イ 受検票 

受検票及びその控えに、出願前６か月以内に撮影した縦４cm、横３cmの顔写真を貼ること。（写真の裏面に氏名・

出身学校名を記入し、全面にのり付けすること。） 

ウ 自己申告書（希望者のみ） 

中学校等又は中等教育学校において年間30日以上の長期欠席のある入学志願者は、本人の希望により、欠席の理

由等を記載した自己申告書（厳封すること。）を入学願書に添え、本校校長に提出することができる。 

     なお、学校への復帰を前提に公的機関等で相談・指導を受けたことのある入学志願者にあっては、年間の欠席日

数が30日未満であっても自己申告書を提出することができる。 

⑸ 出願期間 

ア 出願期間は、令和６年２月15日(木)午前９時から同月21日(水)正午までとし、受付時間は、土曜日及び日曜日

を除く日の午前９時から午後４時まで（同月 21日(水)にあっては、午前９時から正午まで）とする。 

なお、郵送等の場合も、同期間内に必着のこと。 

イ 保護者の転勤に伴う県外からの出願については、志願変更期間中も出願することができる｡ 

⑹ 出願制限 

入学志願者は、二つ以上の公立高等学校（他の都道府県の公立高等学校を含む。）又は課程に出願することはでき

ない。ただし、本校において二つの小学科を志望する場合、当該小学科のうち一つの小学科を第２志望とすることが

できる。 

⑺ 志願変更 

ア  出願手続を終えた者で、学校、課程又は学科の志願変更を希望するものは、下記のウに示す期間に、いずれの学

校、いずれの課程、いずれの学科へでも１回に限り志願変更をすることができる。 

イ 志願変更を希望する者は、その旨を中学校長に申し出て手続を行うこと。 

ウ 志願変更期間は、令和６年２月22日(木)午前９時から同月29日(木)正午までの間とする。期間中の受付時間は、

土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日（以下「休日」という。）

を除く日の午前９時から午後４時まで(同月29日(木）にあっては、午前９時から正午まで）とする。 

⑻ 報告書 

  中学校長は、次の報告書を、令和６年２月22日(木)午前９時から同月29日(木)正午までの間に、本校校長に提出

するものとする。 

   ア 調査書 

   イ 学習成績等一覧表 

⑼ 入学志願者数異動状況等の掲示 

入学志願者数の異動状況は、(小)学科別に令和６年２月22日(木)から同月29日(木)までの間、本校事務室前にて

掲示する。 

    なお、志願者数は、入学志願者数と推薦入学確約者数の合計とする。 

全日制課程工業科   200名 



  ⑽ その他 

   ア 令和６年３月５日(火)までに受検票を中学校長を経由して入学志願者に交付する。 

   イ 既に納付した入学選考料は、一切返還しない。 

２ 学力検査等 

⑴  期日及び日程 

 

 ⑵ 受検者  入学志願者全員 

⑶ 検査場  本校 

⑷ 持参品 

ア  受検票(受検中は机上に置くこと｡)、鉛筆(シャープペンシルも可)、鉛筆削り、消しゴム、コンパス、定規(分度

器兼用のものを除く｡)、弁当とする。下敷きは必要としない。 

イ  上記以外のもの（分度器、計算・翻訳・通信等の機能をもった物品等）の学力検査場への持込みは、禁止する。 

⑸ 留意事項 

ア  原則として、各教科とも検査開始５分前までに入室することとし、検査開始の時刻までに入室しない者は、その

時間の教科を受検できないものとする。 

イ 入学志願者全員に対して、令和６年３月８日(金)学力検査終了後、午後１時５分から、面接を行う。繊維デザイ

ン科の入学志願者(第２志望者を含む｡)の面接は、実技テスト終了後に行う。 

ウ 面接開始５分前までに面接控室に入室することとし、面接開始の時刻までに面接控室に入室しない者は、原則と

して面接を受けられないものとする。 

⑹ 実技テスト 

ア 繊維デザイン科入学志願者(第２志望者を含む｡)に対して、令和６年３月８日(金)学力検査終了後、午後１時５分

から、実技テストを30分間行う。 

イ  実技テストは、基本的な題材を鉛筆で表現するものとし、内容については、当日指示する。 

ウ 持参品は、受検票、黒鉛筆(２Ｂ及びＨＢ)、鉛筆削り、消しゴムとする。 

エ 実技テスト開始５分前までに入室することとし、実技テスト開始の時刻までに入室しない者は、原則として実技

テストを受検できないものとする。 

３ 入学者の選抜方法 

   報告書、学力検査の成績並びに面接及び実技テストの結果を資料とし、学科等の特色を踏まえて、その教育を受ける

に足る能力、適性等を総合的に判定し、次の第１選抜及び第２選抜の順に選抜し、合格者を決定する。ただし、入学志

願者数が募集人員を下回っている場合は、⑴及び⑵中「募集人員」とあるのは、「入学志願者数」と読み替えるものとす

る。 

⑴  第１選抜 

    調査書点が上位から募集人員の 90 パーセント程度以内にある者のうち、調査書の記録並びに面接及び実技テスト

の結果が良好な者を対象にして、学力検査の成績の上位順に募集人員の 70パーセント程度の者を選抜する。 

    この場合において、当該学科を第１志望とする者を対象とする。 

  ⑵ 第２選抜 

    第１選抜で選抜されなかった全ての者を対象に、学力検査の成績に基づく得点（Ａ）、調査書点に基づく得点（Ｂ）、

調査書の各教科の学習の記録以外の記録並びに面接及び実技テストの評価に基づく得点（Ｃ）を用いて、募集人員の

30パーセント程度の者を選抜する。本校におけるＡ、Ｂ、Ｃの比率は、Ａ：Ｂ：Ｃ＝３：３：４とする。 

なお、学力検査の成績、調査書の記録又は面接若しくは実技テストの結果のいずれかにより、本校生として成業の

見込みがないと判断した場合には、合格者としない。 

４ 合格者の発表 

令和６年３月18日（月）午前10時に、本校において、受検番号を掲示して行う。 

期 日 時   間 教  科  等 期 日 時   間 教  科  等 

令 ３ 

和 月 

６ ７ 

年 日 

  (木) 

9：00 ～  9：30 点呼・受検上の注意 

令 ３ 

和 月 

６ ８ 

年 日 

  (金) 

9：00 ～  9：30 点呼・受検上の注意 

9：45 ～ 10：30 国     語 9：45 ～ 10：35 数     学 

10：50 ～ 11：15 国 語 (作文) 10：55 ～ 11：55 英     語 

11：35 ～ 12：25 理     科 11：55 ～ 12：55 (昼    食) 

12：25 ～ 13：20 (昼    食) 13：05 ～    面     接 

13：25 ～ 14：15 社     会 〔繊維デザイン科入学志願者の午後からの日程〕 

 
13：05 ～ 13：35 実 技 テ ス ト 

13：50 ～ 面     接 

 



５ 学力検査の得点等の郵送又は口頭による開示請求 

⑴ 学力検査の得点等については、郵送又は口頭により開示請求をすることができる。 

⑵ 郵送又は口頭による開示請求をすることができる期間は、令和６年３月18日（月）から１月間とする。 

なお、郵送による開示請求をするときは、当該期間の消印があれば期間内に開示請求があったものとみなすことと

する。 

⑶ 郵送による開示請求は、試験等成績開示請求書に必要事項を記入の上、入学志願者本人が本人であることを確認で

きる顔写真付きの書類（受検票等）の写し及び返信用封筒（宛先を明記し簡易書留郵便料金相当分の切手を貼付した

もの）を同封し、志願先の高等学校に郵送することにより行うこと。 

⑷ 口頭による開示請求は、入学志願者本人が本人であることを確認できる顔写真付きの書類（受検票等）を持参の上、

土曜日、日曜日及び休日を除く日の午前９時（令和６年３月 18日（月）にあっては、午前 10時）から午後５時まで

の間に、本校で行うこと。 

⑸ 開示内容については、調査書点並びに学力検査の教科別得点及びその合計得点とする。 

６ その他 

合格者は、令和６年３月 22日(金)午後１時30分に本校において入学説明会を行うので、筆記用具を用意し、必ず保

護者と同伴で本校体育館に集合すること。入学説明会では、併せて学用品等の販売を行うので、約５万円の費用が必要

である(令和５年 12月現在の予定)。制服の購入等、その他詳細な内容については、合格者発表日に合格者へ連絡する。 

入学時の納入金は、入学金、教材等購入費、文化・体育後援会特別金、ＰＴＡ入会金等の合計約９万円（令和５年12

月現在の予定）になり、３月末日までに提出する「口座振替納付届」に記入した指定口座より引き落とされる。また、

毎月の校納金、授業料に関する事務手続きの詳細は、入学説明会で連絡する。 

 

Ⅱ 学校の概要 

昭和17年に創立された学校で、81年に及ぶ歴史と伝統を持っている。 

１ 教育方針・校訓・努力目標 

⑴ 教育方針 

  教育基本法の精神にのっとり、人格の完成を目指し、民主的国家及び社会の形成者として必要な資質を養い、公共

の福祉に貢献する人間性豊かで実践的な技術者を養成する。 

⑵ 校訓    真理の探究・勤労の尊重・責任の完遂 

⑶ 努力目標  ものづくりから人づくりへ  －いい汗をかこう－         

２ スクール・ミッション （期待される社会的役割、目指すべき学校像） 

地域産業に恵まれた今治の工業高校として、地域で学び、地域で働く職業人の育成という地域の期待に応えます。ま

た、実践的なものづくり教育を通して、豊かな人間性を身に付け、将来にわたって主体的に学び、先端技術にも対応で

きる専門的職業人を育成します。 

３ スクール・ポリシー（入学から卒業までの教育活動に関する三つの方針） 

ア グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） 

・ ものづくりの実践を通して、知識や技術を身に付けさせ、地域や産業界で活躍できる力を育成します。 

・ 先端技術や時代の変化に対応するための工業各分野の専門的職業人に必要な資質や能力を育成します。 

・ 自ら考える力を育み、ものごとに主体的に取り組み、行動・表現できる資質や能力を育成します。 

・ 規範意識を身に付け、豊かな人間性を備えた職業人として必要な姿勢・態度を育成します。 

・ コミュニケーション能力を磨き、思いやりの心、他者と協働できる力を育成します。 

イ カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

・ 地域産業界や大学等と連携した実践的な技術教育を行います。 

・ ＩＣＴなど先端機器を活用し、新しいことにも柔軟に対応できる教育を行います。 

・ 主体的・対話的で深い学びを取り入れた教育を行います。 

・ 勤労観や職業観を育て、生徒の多様な進路希望に対応する教育を行います。 

・ 資格取得をサポートし、専門的な知識や技術の定着を図る教育を行います。 

・ 学校行事や生徒会活動、部活動やボランティア活動を積極的に行います。 

ウ アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

・ 工業各分野に興味や関心を持ち、意欲的に学習する生徒を募集します。 

・ ものづくりなど、身に付けた知識や技術を地域や産業界で活かしたい生徒を募集します。 

・ 創造性豊かで、思いやりの心を持ち、仲間と協力できる生徒を募集します。 

・ 基本的な生活習慣・態度を身に付け、責任感を持って前向きに高校生活を送れる生徒を募集します。 

・ 学校行事や生徒会活動、部活動やボランティア活動に意欲的に取り組む生徒を募集します。 


